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第 1 章は序論であり，研究の背景，関連研究の動向をまとめ，本研究の目的を述べている． 


















 第 6 章は結論であり，本論文の結果の総括を述べている． 
 以上のように，本論文は脳卒中片麻痺者における歩行再獲得過程の生体力学的機序を明らかにし
たものであり，歩行のリハビリテーションに関わる医工学分野において，工学上寄与するところが
少なくない．また，こうした成果は，著者が研究者として自立して研究活動を行うために必要な高
度な研究能力，および豊かな学識を有することを証したものと言える． 
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会委員で試問を行
い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
